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 道明寺天満宮宮司　南坊城充興
　皆さんこんにちは。本日は河内国府遺跡展を開
催いたしましたところ多数の方がご参集賜わり厚
く御礼申し上げます。国府遺跡の遺物というもの
は、本山コレクションというものがあって、関西
大学に入ったということは報道で知ってはいまし
たが、実物がどんなものであるかというのはほと
んどわからなかったのです。しかし、この度、関
西大学の大変なご尽力をいただき、里帰り展とい
うことで、ここ藤井寺の地で公開されることにな
りました。ご存知のように藤井寺市は今、２つの
「里帰り展」で沸き返っています。1 点は井真成
の墓誌が今度 12 月に帰ってくるということで、
今非常に盛り上がっているところです。その前に
もうひとつの里帰り展、もっと古いところの、縄
文時代の遺品などの里帰り展が今回企画され、ほ
んとにありがとうございました。実は、ここの土
地も、大体が国府遺跡と同じ台地上にあります。
恐らく羽曳野丘陵の一番北端じゃないかと思うの
ですが、そこには人間は住みやすいところに住む
という、当たり前のことが、おそらく縄文、ある
いは縄文の前の無土器の遺跡があるということを
承っています。そういう古い時代から人間が住み
始めたのだろうと思います。
　私は地名というものに大変興味があります。羽
曳野市の古市の隣に、西浦、これ「にしうら」と
読んだら面白くないのですが、「にしのうら」と
読んだらちょっとイメージが湧くのですが、西
浦、あるいは蔵之内という地名があります。そし
て藤井寺のひとつ向こうに、阿倍野側に、高鷲と
いう駅がありますが、そこには大津神社という神
社があります。すべてこれは港湾の関係で、なぜ
古市に西浦があるのか、ということを考えると、
皆さん、おそらくここから見渡すところの、玉手
山からこちら、天満宮にかけて丘陵になっている
この下を、さらに弥生ぐらいの時代には八尾あた
りまででしょうか、そのあたりのもっと前の温暖
期は恐らく富田林市の喜志あたりまで、石川の流
域ずっと向こうまで、河内湖がきていたのではな
いかなと思います。そういう形で、西浦とかそう
いう地名ができたのだろうというふうに思ってお
り、そういう意味では縄文時代の人たちも非常に
こういう便利な土地にお住まいになっていたのだ
というふうに思います。また、国府遺跡から出て
きた玦状耳飾、ここ国府遺跡で作られたものが、
どういう風に使用されていたのかということを、
まあイヤリングということは解っていましたが、
石の耳飾を耳たぶへ挟むにしてもおかしいと思っ
ていました。今日の装着模式図をいただいて耳た
ぶの中へピアスのようにはめ込んであるというよ
うなことを初めて知りました。
　しかしながら皆さん、この土地はその後、戦乱
の地に巻き込まれたことも事実でして、蘇我と物
部との争い、この時はこの恵我川という、今の石
川が血で真っ赤に染まったと載っています。その
後もまた、南北朝時代には、太平記によると百万
の軍が来たという、大軍は少しオーバーですが、
雲霞の如きものがこの河内戦のときにやっぱりこ
の地を通っています。あるいは織田信長が河内攻
めをしたときには、古市の隣に杜本神社の山の上
に、信長が陣を敷いて指揮をしたということが
『信長公記』に載っているのです。その時ここら
辺りが、道明寺も誉田八幡宮も一気に焼かれてし
まったのです。だからお寺の伽藍もおそらくその
時、焼けたということです。その後、ちょうど生
駒と金剛の間に亀の瀬峠があるのですが、それを
超えて徳川 2 代秀忠を総大将として、伊達政宗
なんかが国分へ陣を敷いていました。大坂方から
真田幸村を総大将とする一群がこの道明寺を通っ
て、ちょうど向こう側の玉手山のところにある小
松山で、後藤又兵衛が戦死したあの場所で、道明
寺の合戦が行われたということです。戦闘という
のはそのくらいかと思っていたら、今次の大東亜
戦争ではアメリカ軍が和歌山から艦載機で、大阪
爆撃するときに、上空からみると大和川と石川が
Y という字に見えるということから、ここへ集合
して生駒山を越えて一気に大阪を爆撃したという
因縁の場所であるということを知り、まあそうい
うことも歴史的な事実としてあったわけです。
　さて、この度、国府遺跡に住んでおられた一番
ご先祖である方々が使っていた遺物が展示される
ことになりました。明治時代には縄文式の石器な
どそういうものがあるということが報告されてい
たようで、大正 6、7 年ごろに京都大学の濱田青
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陵という先生を中心として発掘調査が行われまし
た。そして、そのスポンサーが大阪毎日新聞、大
毎の社長本山彦一、号名を松陰ともいわれていま
した方で、その方々がこの天満宮の社務所へ泊ま
りこんで毎日国府遺跡を発掘しておられました。
私の祖父もそれに関わっており、父も学生時代で
したがそれに関わり、私たちが子供の頃には父か
らそういう話をよく聞いていました。実は私も考
古学を高校時代にやっていまして、そして息子の
禰宜もまた関西大学の史学地理学科でして、歴代
4 代にわたって、「発掘」という文字が新聞に出
ますと興味を持ってみるという家系で、こういう
のも大事なところかなというふうに思っているわ
けです。
　まあ、そういうことで、ここ道明寺天満宮の宝
物館の中で本山コレクションの一部を国府遺跡の
遺品、遺物として展覧をさせていただいており、
その中に玦状耳飾が 2 点あります。そこで学生
さんなどに展示の説明したときに、私は必ず、「真
ん中の石、これは何ですか？」と質問することに
しているのですが、耳飾という人はもちろんいま
せん。お金とか、まあいろんなことをおっしゃい
ますが、あれが 78 体発見された人骨の中の一部
の両耳から出てきたのだという、まさに私も今日
初めてあの石膏像を拝見させていただいたのです
が、ああいう形で利用されていたのかと、貴重な
ものであったのだろうというふうに思っています。
　そして、また、関西大学とこの道明寺天満宮と
は、国府遺跡の同じ遺物があるということだけで
はありません。140 年ほど前、四国の高松藩の
大阪出張所に儒者で藤澤東畡という方がおられた
のですが、そのご子息の藤澤南岳という先生が泊
園書院という塾を開いておられました。高松藩で
ずっとお祀りされていた孔子の像を、明治５年、
神仏分離令で、あるいは廃藩置県で、藤澤南岳さ
んが払い下げを受けられて、自宅で春秋に孔子を
祀る釈奠というお祭りをされていました。しかし、
その像をそういう市中においておくのはもったい
ないということで、塾生で私の祖父がおりました
ので、道明寺天満宮に預かってほしいということ
になり、お預かりしたのが明治 35 年でした。そ
れ以来当天満宮では 5 月の日曜日に釈奠のお祭
りを行い、一昨年には 100 回を迎えました。そ
ういうつながりもあり、竹屋町というところに泊
園書院というのがあったのですが、戦時中、藤澤
南岳さんのご子息の黄鵠さんや黄坡さんが中心と
なってやっておられましたが、その書籍が、やっ
ぱり４代ですから、たくさんあり、その書籍を竹
屋町においておくと戦災にあう可能性があるとい
うというので、当方へお預けになって宝物館の中
で保存することとなりました。戦後、その書籍を
すべて自宅に持ち帰らずにそのまま関西大学にご
寄贈なさって、泊園文庫として現在残っておると
いうことです。そういう意味でも関西大学と直接
のつながりはないのですが、そういう遺跡を通じ
て、あるいは泊園文庫を通じてつながりが深いな
あということを感じざるを得ないわけです。
　また、今回、大学から遺物がこういう場所に
持ってこられて展覧されるのが初回ということで
すが、後ほど文化遺産学研究センターについては
髙橋館長さんからお話があろうかと思いますが、
関西大学さんは変わろうとされているようで、高
槻に小学校をお建てになるとかで、今まで大学は、
みなさん自分のところに来てもらうだけでした
が、今回は打って出るというという形にかわって
いるようです。そういう意味でこういうところで
展示会を開催されたのではないかと思います。今
日は、また、渡唐天神につきましてもご専門の先
生のお話があるようで、遣唐使、遣唐僧、あるい
はそういう中で、最後の遣唐使に任命されたのが
菅原道真公であり、そして、唐が荒れている、危
険だということで遣唐使を廃止されたのも菅原道
真公ということで、井真成の展覧会、天満宮へも
そういう意味で関係があります。さきがけとして
渡唐天神図についても研究をご発表していただけ
るということです。今日は、実は皆さん、あんま
り PR いたしていませんでした。というのはあま
り多く来られても、入れない方がおられたら困り
ますので、藤井寺市の広報の宣伝と、昨日読売新
聞に小さく出まして、それ以外は国府地区と惣社
地区の区長さんにはパンフレットをお持ちして、
地元ですからぜひこういう機会にというご案内を
差し上げただけで、あるいは藤井寺市の郷土史研
究会のみなさんにお声かけしただけですので、あ
んまり日は経っていないのですが、多数お越しい
ただきましてありがとうございました。
